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基準点測量 （沿岸級） 

 

問１ 次の文はトータルステーション（ＴＳ）による距離測定について述べたものである。 

正しいものには〇を、間違っているものには×を解答欄に記入しなさい。 

 

 １ 距離の測定を行う場合は、気象補正及び平均水面への投影補正が必要である。 

 ２ 変調周波数の変化は、距離の測定値に影響しない。 

 ３ 位相差測定誤差は、測定距離に比例して大きくなる。 

４ 気温が高くなると、距離の測定値は長くなる。 

 ５ 距離測定の誤差の中で最も大きいのは、気象測定誤差である。 

  

 

問２ 次の文は、ＧＮＳＳ測量におけるセミ・ダイナミック補正について述べたものであ 

る。（   ）の中に適当な語句を入れ文章を完成しなさい。 

 

  日本列島付近では、複数の（ イ ）がぶつかり合い、複雑な（ ロ ）が起きてひ 

 ずみが生じ、その影響は基準点の位置関係にも影響を与えている。 

公表されている測量成果の（ ハ ）からの経過期間や基準点間の距離が長いほどそ 

 の影響は大きくなる傾向にある。 

このため、現在公表されている測量成果（この基準時のことを「（ ニ ）」という） 

 を使用して測量を行った場合、測量して得た観測結果（この観測時のことを「今期」と 

いう）との間にかい離が生じる。 

これを補正するのが、セミ・ダイナミック補正である。 

セミ・ダイナミック補正は、（ ホ ）を既知点として基準ＧＮＳＳ測量を行った場合 

 に行うこととされており、国の行政機関である（ へ ）が公表している（ ト ）の 

データを入手して補正を行う必要がある。 

 

 

問３ 水路測量において、既知点Ａから出発して、既知点Ｂに到達する二級基準多角測量 

を行い、既知点Ｂの座標値ｘｂ＝－５５０.０５メートル、ｙｂ＝＋４３５.９５メート 

ルの測量結果を得た。 

また、既知点Ｂの既定座標値は、Ｘｂ＝－５４９.８５メートル、Ｙｂ＝＋４３６.２ 

０メートルである。 

この測量データをもとに、位置の閉合差をメートル以下小数第２位まで算出しなさ 

い。 

さらに、この測量結果について評価しなさい。 


